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）

高
楠
順
次
郎
博
士
の
古
社
寺
調
査

財
団
法
人
⽛
啓
明
会
⽜
の
補
助
に
よ
る
高
山
寺
経
蔵
の
調
査徳

永

良

次

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
京
都
高
山
寺
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、
高
楠

順
次
郎
博
士
に
よ
る
⽛
法
皷
臺
聖
教
目
録
⽜
の
発
見
を
機
に
、⽝
大

正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
校
合
本
と
し
て
の
高
山
寺
本
の
役
割
、
ま
た
、

古
社
寺
調
査
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
し
か
し
、
高
楠
順
次
郎
博
士
の
事
績
の
す
べ
て
、
さ
ら

に
は
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
編
纂
事
業
の
実
態
を
す
べ
て
解
明

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
面
、
⚑
、
高
楠
順
次

郎
博
士
の
古
社
寺
調
査
の
実
態
、
⚒
、
そ
の
資
金
源
と
な
っ
た
財

団
法
人
⽛
啓
明
会
⽜
の
概
要
、
⚓
、⽛
啓
明
会
事
業
報
告
書
⽜
か
ら

み
る
高
楠
順
次
郎
博
士
の
古
社
寺
図
書
の
調
査
、
⚔
、
高
山
寺
に

現
存
す
る
⽛
法
皷
臺
聖
教
目
録
⽜
と
具
体
的
な
調
査
の
痕
跡
、
の

⚔
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

二

高
楠
順
次
郎
博
士
の
古
社
寺
調
査
と

⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
関
わ
り

⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
出
版
は
仏
教
史
上
に
お
い
て
、
従
来
の

大
蔵
経
類
を
し
の
ぐ
偉
業
で
あ
り
、
そ
の
後
の
仏
教
研
究
に
は
欠

か
せ
な
い
基
本
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
三
年
の
刊
行
開
始

以
降
、
ほ
ぼ
毎
月
の
ペ
ー
ス
で
出
版
を
続
け
て
お
り
、
印
刷
出
版

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
相
当
な
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る(注
⚑
)。
そ
の
驚
異
的
な
刊
行
ペ
ー
ス
も
あ
っ
て
か
、
校
訂
に
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は
い
く
つ
も
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
校
合
に
用
い
た
と

さ
れ
る
日
本
の
古
写
本
・
刊
本
に
つ
い
て
も
追
跡
調
査
が
完
了
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
刊
行
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
約
十
年
余
、

昭
和
九
年
に
全
百
巻
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
間
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に

刊
行
が
つ
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
現
代
で
あ
っ
て
も
極
め
て
驚
異
的

な
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
言
え
る
。
高
麗
版
の
大
蔵
経
を
底
本
に
、
増

上
寺
等
の
大
蔵
経
、
正
倉
院
の
天
平
古
写
経
、⽛
そ
の
他
わ
が
国
名

刹
諸
山
に
珍
蔵
さ
れ
る
未
刊
の
仏
書
を
収
蔵
し
⼧
(注
⚒
)、
校
合
に
注
力

し
た
と
さ
れ
る
が
、
一
致
し
な
い
部
分
も
多
い
と
さ
れ
、
そ
の
実

態
は
未
だ
に
未
解
明
と
言
っ
て
良
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
古
社
寺
所
蔵
の
経
典
の
調
査
に
つ
い
て
は
、⽛
大
正

二
年
か
ら
凡
そ
十
ヵ
年
、
啓
明
会
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
、
春
・

夏
・
冬
の
休
暇
を
も
っ
て
、
東
寺
、
大
通
寺
、
青
蓮
院
、
高
山
寺
、

仁
和
寺
、
石
山
寺
等
所
蔵
の
古
書
の
調
査
に
従
事
さ
れ
た
。⼧
(注
⚓
)

と

さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
財
団
法
人
⽛
啓
明
会
⽜
は

大
正
七
年
の
設
立
で
あ
る
の
で
、
右
の
記
述
と
は
一
致
し
な
い
。

高
楠
順
次
郎
博
士
に
よ
る
古
社
寺
調
査
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

⽛
先
生
が
古
刹
の
山
坊
に
赴
い
て
聖
教
の
調
査
に
取
り
か
か
ら

れ
て
凡
そ
十
年
の
歳
月
を
毎
夏
（
時
に
は
春
や
冬
の
休
も
利
用
さ

れ
た
）
そ
れ
に
費
や
さ
れ
た
が
、
い
つ
も
二
三
の
助
手
が
同
行
し

た
の
で
あ
る
。
橋
本
進
吉
、
大
屋
徳
城
、
戸
部
隆
吉
、
中
野
義
照
、

長
谷
部
隆
諦
、
蓮
沢
成(マ

マ
)淳
、
干
潟
竜
祥
、
近
藤
隆
晃
、
逸
見
梅
栄
、

山
田
竜
城
、
塚
原
順
英
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。（
中
略
）
毎
朝
五
時

に
起
床
し
、
六
時
に
は
調
査
の
た
め
書
庫
に
入
ら
れ
た
。
助
手
も

同
様
で
、
六
時
か
ら
十
二
時
ま
で
一
分
の
休
み
も
な
か
っ
た
。
一

時
間
昼
食
の
た
め
に
宿
房
に
帰
る
だ
け
で
、
午
後
一
時
か
ら
六
時

ま
で
は
ま
た
書
庫
の
調
査
で
あ
る
。
六
時
に
宿
房
に
帰
ら
れ
る
と

入
浴
や
食
事
が
あ
り
、
こ
れ
が
終
る
と
、
午
後
八
時
か
ら
十
一
時

過
ぎ
ま
で
⽛
仏
教
全
書
⽜
の
校
正
ま
た
は
執
筆
に
あ
て
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
五
十
日
が
続
く
の
で
あ
る
。⼧
(注
⚔
)

⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
編
纂
事
業
と
高
楠
順
次
郎
博
士
が
⽛
凡

そ
十
年
⽜
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
近
畿
地
方
の
寺
院
経
蔵
の
調
査

と
目
録
作
製
を
実
施
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
後
輩
た
ち
の
残
し

た
記
述
か
ら
も
疑
い
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
や

規
模
、
成
果
と
し
て
の
目
録
や
そ
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
筆
者
が
調
査
に
従
事
し
て
い
る
京
都
栂
尾
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高
山
寺
に
つ
い
て
は
、⽛
傳
承
に
よ
る
と
、
大
正
の
末
頃
に
、
高
楠

順
次
郎
博
士
が
調
査
さ
れ
た
⼧
(注
⚕
)

程
度
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。三

啓
明
会
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
実
態
が
不
明
確
な
古
社
寺
図
書
の
調
査
で
あ
る

が
、そ
の
有
力
な
資
金
源
と
な
っ
た⽛
財
団
法
人
啓
明
会
⽜（
以
下
、

啓
明
会
と
略
称
す
る
）
の
発
行
し
た
事
業
報
告
書
か
ら
、
高
楠
順

次
郎
博
士
に
よ
る
活
動
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

啓
明
会
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
そ
の
活
動
記
録
や
成
果
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
現
状
、
多
く
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
与
那
原
恵
は
、
啓
明
会
と
そ
の
設
立
に
大
き
く
関

与
し
た
と
さ
れ
る
、
赤
星
鉄
馬
と
赤
星
家
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
る(注
⚖
)。
以
下
、
こ
れ
を
参
考
・
引
用
し
つ
つ
啓
明
会
に
つ
い
て
、

特
に
本
稿
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
概
略
を
示
し
て
い
く
。

⽛
啓
明
会
は
、
実
業
家
の
赤
星
鉄
馬
（
明
治
十
六
年
生
ま
れ
）
が

百
万
円
（
現
在
の
貨
幣
価
値
で
約
二
十
億
円
）
を
寄
付
し
て
、
大

正
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。（
与
那
原
⚑
⚒
⚖
頁
）⽜

役
員
に
は
、
啓
明
会
第
一
回
事
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
顧
問
に

牧
野
伸
顕
、
理
事
と
し
て
、
理
事
長
平
山
成
信
ほ
か
六
名
、
評
議

員
は
新
渡
戸
稲
造
ほ
か
十
五
名
（
理
事
含
む
）、
ほ
か
委
員
一
名
と

い
う
本
格
的
な
組
織
体
制
で
あ
っ
た
。
莫
大
な
寄
付
を
し
た
赤
星

家
は
⽛
財
団
の
設
立
者
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
役
員
に
も
く
わ

わ
ら
ず
、研
究
事
業
の
決
定
に
一
切
関
与
し
な
い
方
針
を
貫
い
た
⽜

（
同
⚑
⚒
⚗
頁
）
と
い
う
。⽛⽝
啓
明
⽞
は
、
知
識
を
広
め
、
物
事
を

明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
の
ほ
か
、
明
け
の
明
星
の
意
味
も
あ

り
、
赤
星
家
へ
の
謝
意
を
こ
め
た
命
名
で
あ
る
⽜（
同
⚑
⚒
⚘
頁
）

と
推
定
し
て
い
る
が
、そ
の
こ
と
を
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

第
一
回
の
事
業
報
告
書
の
末
尾
に
⽛
附
録
⽜
と
し
て
、
啓
明
会
の

活
動
方
針
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
以

下
、
重
要
部
分
を
掲
げ
る
。

第
一
章

総

則

第
一
條

男
爵
牧
野
伸
顕
平
山
成
信
ハ
赤
星
鉄
馬
ノ
寄
附
ニ
係

ル
金
壹
百
萬
圓
ヲ
以
テ
財
団
法
人
ヲ
設
立
ス

第
二
條

本
財
団
法
人
ハ
啓
明
会
ト
称
ス

第
三
條

本
会
ハ
公
益
ニ
資
ス
ル
為
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
ヲ
以
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テ
目
的
ト
ス

一

特
殊
ノ
研
究
、
調
査
、
著
作
ヲ
助
成
シ
及
発
明

発
見
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

（
以
下
、
省
略
）

こ
の
事
業
目
的
に
沿
っ
て
、
啓
明
会
は
⽛
人
文
系
・
社
会
系
・

自
然
科
学
系
と
多
岐
に
わ
た
り
、
文
学
・
法
学
・
理
学
・
工
学
・

医
学
・
芸
術
な
ど
先
駆
的
な
研
究
を
助
成
し
つ
づ
け
⽜、⽛
と
り
わ

け
基
礎
的
な
文
献
や
史
資
料
の
収
集
、
編
纂
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
そ

の
後
の
研
究
の
礎
と
な
っ
た
も
の
が
多
数
あ
る
。⽜（
同
⚑
⚒
⚖
頁
）

と
い
う
。

啓
明
会
は
、
大
正
七
年
の
設
立
か
ら
昭
和
初
期
の
戦
時
色
が
色

濃
く
な
る
ま
で
が
、
そ
の
活
動
の
最
盛
期
で
あ
り
、
戦
後
も
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
平
成
二
十
二
年
に

な
っ
て
資
産
三
百
万
円
を
東
京
大
学
に
寄
贈
し
て
九
十
二
年
間
に

及
ん
だ
組
織
は
解
散
し
た
と
い
う
。

四

事
業
報
告
書
の
翻
刻
と
概
要
説
明

さ
て
、
啓
明
会
の
事
業
報
告
書
は
、
第
一
回
か
ら
少
な
く
と
も

第
二
十
五
回
ま
で
は
発
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
十
五

回
の
発
行
は
昭
和
十
九
年
で
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
戦
争
の
た
だ
中

ま
で
は
発
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
現
物

を
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
が
極
端
に
少
な
く
、
国
立
国
会
図
書
館

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
デ
ジ
タ
ル
資
料
が
あ
る
の
は
、
第
一
回
か
ら

第
二
十
回
（
昭
和
十
四
年
）
ま
で
で
あ
る
。
高
楠
順
次
郎
博
士
に

関
わ
る
活
動
内
容
が
啓
明
会
事
業
報
告
書
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、

以
下
に
掲
げ
る
第
十
四
回
ま
で
で
あ
る
の
で
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

高
楠
順
次
郎
博
士
の
古
社
寺
調
査
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

以
下
、引
用
に
あ
た
っ
て
は
、⽛
啓
明
会
事
業
報
告
書
⽜ご
と
に
、

高
楠
順
次
郎
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
古
社
寺
調

査
の
実
態
に
関
わ
る
部
分
の
み
と
し
、
毎
回
同
じ
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
省
略
し
て
い
く
。

ま
た
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。
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大
正
七
・
八
年
度

第
一
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
壹
回
大
正
七
、

八
年
度

事
業
報
告
書

一
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査
ハ
東
京
帝
大
文
学
部
教
授
高
楠
順
次
郎

氏
ノ
申
込
ニ
シ
テ
、同
氏
ガ
数
年
來
春
夏
冬
ノ
休
業
ヲ
利
用
シ
テ
、

高
野
奈
良
京
都
等
ノ
古
社
寺
所
蔵
ノ
図
書
ニ
付
調
査
ヲ
遂
ケ
目
録

ヲ
作
製
セ
ラ
レ
シ
事
業
ヲ
更
ニ
継
続
完
成
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
五
名
ノ
補
佐
員
ト
共
ニ
今
後
満
五
ヶ
年
間
休
業
日
ヲ
利
用
シ

テ
、
上
記
古
社
寺
所
蔵
ノ
図
書
ヲ
一
々
閲
読
シ
テ
、
年
代
明
ナ
ル

モ
ノ
ハ
之
ヲ
年
代
順
ニ
、
然
ラ
サ
ル
モ
ノ
モ
一
定
ノ
順
序
ニ
之
ヲ

列
記
シ
テ
、
其
ノ
目
録
ヲ
作
製
シ
、
又
仏
学
上
、
梵
語
学
上
、
文

明
史
上
其
他
一
般
的
ニ
重
要
ナ
リ
ト
認
ム
ル
事
項
ハ
之
カ
抜
萃
ヲ

為
ス
ト
共
ニ
、
其
ノ
巻
頭
ノ
部
分
又
ハ
重
要
ナ
ル
部
分
ヲ
写
真
ニ

撮
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
会
ハ
其
経
費
ト
シ
テ
金
五
千
円

ヲ
補
助
ス
ル
コ
ト
ゝ
セ
リ
。
本
邦
ニ
於
テ
ハ
多
数
ノ
古
社
寺
ア
リ

テ
古
来
ノ
珍
書
ヲ
蔵
ス
ル
モ
ノ
モ
少
カ
ラ
ス
、
殊
ニ
奈
良
京
都
高

野
等
ノ
寺
院
ニ
於
テ
然
リ
ト
シ
、
我
國
ノ
歴
史
ハ
勿
論
宗
教
、
文

学
芸
術
其
他
ニ
於
ケ
ル
屈
強
ノ
資
料
ニ
乏
シ
カ
ラ
ス
。
然
レ
ト
モ

多
ク
ハ
単
ニ
其
ノ
書
庫
ニ
死
蔵
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
整
理
行

届
カ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
保
存
ノ
方
法
モ
完
カ
ラ
ス
、
為
メ
ニ
内
部

ノ
僧
侶
ス
ラ
モ
其
何
書
ヲ
蔵
ス
ル
ヤ
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
有
様
故
、
世

間
一
般
ノ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ノ
途
ナ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
。
即
チ
所
謂
宝

ノ
持
腐
ト
ナ
リ
ツ
ゝ
ア
リ
。
之
カ
目
録
ヲ
作
製
シ
其
内
容
ノ
大
要

ヲ
明
ニ
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
高
楠
博
士
等
ノ
本
事
業
ハ
實
ニ
此
ノ

宝
庫
ヲ
活
用
ス
ル
ノ
鍵
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
シ
。
而
シ
テ
同
目
録

ハ
調
整
出
来
次
第
之
ヲ
帝
大
図
書
館
ヘ
寄
贈
シ
以
テ
一
般
ノ
利
用

ニ
供
ス
ル
筈
ナ
リ
。

こ
の
事
業
報
告
書
の
記
述
か
ら
は
下
記
の
点
を
指
摘
で
き
る
。

⚑

啓
明
会
の
補
助
に
よ
る
調
査
以
前
に
す
で
に
⽛
高
野
奈
良
京

都
等
ノ
古
社
寺
⽜
の
調
査
を
開
始
し
て
お
り
、
目
録
を
作
製

し
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
は
具
体
的
な
古
社
寺
の
名
称
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。

⚒

そ
の
目
的
は
、
古
社
寺
が
所
蔵
し
て
い
る
蔵
書
の
目
録
を
作

製
し
、
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
あ
る
い
は
重
要
部
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分
を
写
真
撮
影
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、⽛
世
間
一

般
ノ
之
ヲ
利
用
ス
ル
⽜
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

⚓

高
楠
順
次
郎
博
士
以
外
に
五
名
の
補
佐
員
と
あ
る
が
、
そ
の

氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

⚔

調
査
完
了
後
に
は
⽛
帝
大
図
書
館
ヘ
寄
贈
⽜
し
て
一
般
の
利

用
に
供
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
第
一
回
啓
明
会
の
補
助
で
は
他
に
も
、
次
の
よ
う

な
国
語
・
国
文
学
に
関
係
す
る
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

六
、
仮
名
調
査
事
業
、
大
矢
透
、
三
ヶ
年
五
千
四
百
円

一
〇
、
校
本
万
葉
集
ノ
整
理
及
刊
行
、
佐
々
木
信
綱
、
三
ヶ
年

壹
萬
四
千
円

大
正
九
年
度

第
二
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
貳
回
大

正

九
年
度

事
業
報
告
書

一
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

⽛
略
伝
⽜
高
楠
氏
ハ
慶
応
二
年
五
月
備
後
国
御
調
郡
八
幡
村
深
井

観
三
氏
ノ
長
男
ニ
生
レ
、
後
神
戸
氏
高
楠
孫
三
郎
氏
ノ
養
嗣
子
ト

為
ラ
ル
。
明
治
二
十
年
西
本
願
寺
普
通
教
校
ヲ
卒
業
シ
、
二
十
一

年
英
国
牛
津
大
学
ニ
入
リ
、
二
十
五
年
卒
業
シ
テ
⽛
バ
チ
エ
ロ
ル
、

オ
ブ
、
ア
ー
ツ
⽜
ヲ
、
越
エ
テ
二
十
七
年
⽛
マ
ス
タ
ー
、
オ
ブ
、

ア
ー
ツ
⽜
ヲ
受
ケ
ラ
ル
。
二
十
五
年
来
独
国
⽛
キ
ー
ル
⽜、
伯
林
、

萊
府
各
大
学
ヲ
卒
業
シ
テ
⽛
ド
ク
ト
ル
、
フ
イ
ロ
ソ
フ
イ
エ
ー
⽜

ヲ
受
ケ
、
二
十
八
年
来
仏
国
在
学
、
三
十
年
帰
朝
、
東
大
講
師
ト

ナ
リ
、
三
十
二
年
文
科
大
学
教
授
ニ
進
ミ
言
語
学
ヲ
担
任
シ
、
尋

テ
梵
文
学
担
任
ト
ナ
ル
。
一
時
東
京
外
国
語
学
校
ヲ
兼
任
セ
ラ

レ
、
三
十
三
年
文
学
博
士
ヲ
受
ケ
、
四
十
五
年
帝
国
学
士
院
会
員

ニ
列
セ
ラ
ル
。
尚
三
十
七
、
八
年
在
英
中
牛
津
大
学
ヨ
リ
⽛
ド
ク

ト
ル
、
オ
ブ
、
リ
テ
ラ
チ
ユ
ー
ア
⽜
ノ
学
位
ヲ
受
ケ
ラ
ル
。

⽛
事
業
⽜
本
調
査
ハ
高
楠
博
士
カ
数
年
来
ノ
事
業
ニ
シ
テ
、
大
正
八

年
三
月
以
来
本
会
ニ
於
テ
之
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。
而
シ
テ

本
年
度
末
迄
ニ
同
博
士
ヲ
主
任
ト
シ
外
ニ
橋
本
、
大
屋
、
長
谷
部
、

戸
部
、
鳥
越
、
中
野
、
逸
見
、
蓮
澤
、
塚
原
ノ
九
補
助
員
ニ
依
リ

調
査
完
了
セ
ル
ハ
在
京
都
下
記
三
文
庫
ニ
シ
テ
外
ニ
東
寺
観
智
院
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金
剛
蔵
ハ
調
査
中
ナ
リ
。（
一
）
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
、
此
文
庫

ハ
平
安
朝
ヨ
リ
徳
川
時
代
ニ
至
ル
各
期
ニ
於
ケ
ル
仏
教
殊
ニ
密
教

ニ
関
ス
ル
書
籍
及
古
文
書
ヲ
包
含
ス
ト
雖
、
平
安
朝
末
期
ニ
於
ケ

ル
密
教
小
野
廣
沢
十
二
流
ノ
伝
本
ニ
至
リ
テ
ハ
特
殊
ノ
地
位
ヲ
占

ム
。
諸
方
面
ヨ
リ
見
テ
珍
書
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
聖
教
伝
本
ニ
於
テ

凡
三
百
種
、
悉
曇
伝
本
ニ
於
テ
凡
五
十
種
ア
リ
、
醍
醐
寺
ノ
成
賢

セ
イ
ケ
ン

勧
修
寺
ノ
興
然
両
学
匠
ノ
自
筆
ハ
其
数
最
多
ク
斯
ル
精
確
ナ
ル
証

本
ニ
依
テ
古
伝
ヲ
研
究
シ
得
ル
ハ
他
ニ
其
例
ナ
カ
ル
ヘ
シ
、
奇
書

ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
亦
多
シ
ト
雖
、
伝
教
弘
法
両
大
師
ト
共
ニ
入
唐

シ
般
若
三
蔵
ノ
訳
場
ノ
首
座
ト
ナ
リ
心
地
観
経
ヲ
訳
出
シ
タ
ル
奈

良
興
福
寺
霊
仙
三
蔵
ノ
逸
伝
史
料
ト
シ
テ
最
必
要
ナ
ル
竈
寿
⽛
大

元
帥
奏
状
⽜（
闕
本
）、
明
時
代
支
那
朝
鮮
ニ
実
用
セ
ラ
レ
タ
リ
ト

覚
シ
キ⽛
挿
書
梵
語
読
本
⽜（
無
題
）ノ
如
キ
ハ
注
目
ニ
値
ス
。（
二
）

粟
田
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
此
ノ
文
庫
ハ
平
安
中
期
以
来
各
時
代
ニ
於

ケ
ル
各
派
ノ
書
籍
ヲ
包
含
シ
今
期
調
査
ノ
各
蔵
中
最
モ
古
キ
時
代

ヲ
代
表
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
殊
ニ
台
密
ノ
本
系
タ
ル
谷
流
ノ
伝
本
ニ

於
テ
ハ
豊
富
精
選
ヲ
極
メ
古
相
承
凡
四
十
函
ハ
悉
ク
此
ノ
部
類
ニ

属
シ
皆
珍
書
ト
称
シ
得
ヘ
シ
、⽛
超
際
仙
人
宿
曜
図
⽜⽛
唐
梵
両
語

隻
対
集
⽜
ノ
如
キ
ハ
他
ニ
比
類
ナ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
、
録
外
蔵

書
中
ニ
モ
亦
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
、⽛
二
九
一
宝
函
⽜
ト
称
ス
ル

モ
ノ
ハ
谷
流
ノ
祖
皇
慶

ク
ワ
ウ
ケ
イ

正
伝
ノ
印
信
、
伝
書
、
目
録
、
貝
葉
梵
本

等
ヲ
蔵
シ
古
来
勅
封
ア
リ
代
々
門
跡
ト
雖
、
年
臈
全
カ
ラ
サ
ル
モ

ノ
ハ
開
封
ヲ
許
サ
レ
ス
其
ノ
内
容
ハ
悉
ク
一
門
ノ
重
宝
タ
ル
ヘ
キ

文
書
ナ
リ
、⽛
青
蓮
王
府
日
記
⽜
ハ
凡
元
禄
時
代
ヨ
リ
維
新
時
代
ニ

至
ル
青
蓮
院
門
跡
日
々
ノ
記
録
ニ
シ
テ
多
ク
ハ
宮
中
府
中
市
中
ト

往
復
贈
答
ノ
記
ナ
リ
ト
雖
、
徳
川
史
料
維
新
史
料
ト
シ
テ
逸
ス
ヘ

カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
寛
永
版
⽛
活
字
一
切
経
⽜
全
部
六
千
三
百

二
十
三
巻
ハ
天
海
僧
正
印
行
後
何
人
モ
手
ヲ
触
レ
サ
ル
如
キ
全
本

ヲ
蔵
ス
。（
三
）
栂
尾

ト
ガ
ノ
ヲ

高
山
寺
法
皷
台
、
此
文
庫
ハ
鎌
倉
初
期
ヲ
中

心
ト
シ
テ
其
ノ
前
後
ノ
筆
写
ニ
係
ル
華
厳
宗
ノ
書
籍
最
豊
富
ヲ
極

ム
、
サ
レ
ト
一
般
仏
教
及
密
教
ニ
於
テ
モ
亦
有
数
ノ
文
庫
タ
ル
ヲ

失
ハ
ス
、
徳
川
末
期
ヨ
リ
散
逸
甚
シ
カ
リ
シ
ト
雖
モ
尚
其
ノ
要
部

ヲ
保
存
ス
、
明
恵
上
人
自
筆
⽛
夢
の
記
⽜⽛
宋
蔵
目
録
⽜
玄
証
上
人

自
筆
⽛
梵
天
火
羅
供
養
図
⽜
ノ
如
キ
殊
ニ
著
眼
ス
ヘ
キ
所
ト
ス
、

他
ニ
玄
証
上
人
ノ
⽛
持
本
⽜
又
ハ
⽛
写
本
⽜
ノ
記
ア
ル
文
書
凡
四

十
種
ア
リ
有
力
ナ
ル
美
術
史
料
ナ
リ
。

第
二
回
の
⽛
事
業
報
告
書
⽜
に
な
っ
て
始
め
て
高
楠
順
次
郎
博
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士
の
経
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
に
関
係
す
る
⽛
補

助
員
⽜
が
九
名
に
増
員
さ
れ
、
し
か
も
、
名
字
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
の
も
今
回
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
に
、
調
査
完
了
し
た
の
は
、（
一
）
東
寺
宝
菩
提
院
三
密

蔵
、（
二
）
粟
田
青
蓮
院
吉
水
蔵
、（
三
）
栂
尾
高
山
寺
法
皷
台
の

三
文
庫
と
し
、
他
に
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
が
調
査
中
と
す
る
。
こ

の
三
文
庫
の
調
査
と
目
録
が
こ
の
時
に
完
成
し
た
か
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
庫
の
特
徴
と
重
要
資

料
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
当
程
度
の
調

査
が
進
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
二
回
に
な
っ
て
始
め
て
啓
明
会
の
設
立
が
大
正
七
年

八
月
八
日
で
あ
る
こ
と
が
、末
尾
附
録
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
年
度

第
三
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
参
回
大

正

拾
年
度

事
業
報
告
書

一
、
事

業

本
会
ハ
大
正
七
年
八
月
ノ
創
立
ニ
係
リ
、
研
究
、
調
査
、
著
作
、

発
明
及
ヒ
発
見
ヲ
助
成
奨
励
ス
ル
コ
ト
、
必
要
ナ
ル
講
演
、
出
版

ヲ
為
ス
コ
ト
等
（
別
記
寄
附
行
為
第

三
条
ニ
詳
記
ス

）
ヲ
目
的
ト
ス
。

（
中
略
）

（
二
）
継
続
中
ノ
補
助
事
業

一
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

⽛
略
伝
⽜（
同
内
容
の
た
め
省
略
）

⽛
事
業
⽜（
前
半
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略
）（
四
）
東
寺
金
剛
蔵
、
此

文
庫
ハ
従
来
最
豊
富
ナ
ル
宝
蔵
ノ
一
ト
シ
テ
各
方
面
ノ
人
士
ニ
依

リ
屡
調
査
セ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
何
レ
モ
皆
不
完
全
ヲ
免
レ
サ
リ
シ
カ

此
度
高
楠
氏
等
ノ
調
査
ノ
結
果
（
其
）
全
蔵
ヲ
登
録
ス
ル
ヲ
得
タ

ル
ハ
洵
ニ
欣
幸
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
調
査
中
新
発
見
ト
シ
テ
平
安
朝

ヨ
リ
南
北
朝
ニ
至
ル
梵
本
筆
写
二
函
、
平
安
朝
末
ヨ
リ
鎌
倉
ニ
至

ル
仏
教
素
描
画
家
ノ
作
品
一
函
等
ア
リ
。（
五
）
大
通
寺
廻
心
蔵
、

同
寺
ハ
京
都
下
京
東
寺
外
ニ
在
リ
六
孫
王
神
社
ニ
属
セ
シ
（
旧
）
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寺
ニ
シ
テ
源
頼
朝
夫
人
政
子
、
実
朝
夫
人
阿
仏
尼
ノ
本
願
建
立
ニ

シ
テ
殊
ニ
江
州
石
山
寺
ト
連
絡
ア
ル
寺
院
ナ
ル
ヲ
以
テ
蔵
書
中
殊

ニ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
多
シ
。（
六
）
御
室
仁
和
寺
塔
中
倉
、
此
倉
ニ

於
テ
ハ
蔵
書
百
三
十
一
函
全
部
ノ
調
査
ヲ
結
了
セ
リ
。
別
ニ
御
経

蔵
ハ
次
期
ノ
調
査
ニ
譲
ル
。（
七
）
右
ノ
外
江
州
三
井
寺
ニ
於
テ

智
証
大
師
将
来
梵
本
ヲ
謄
写
シ
、
播
州
高
砂
十
輪
寺
ニ
於
テ
貝
葉

梵
本
ノ
取
調
ヲ
為
セ
リ
、何
レ
モ
有
益
ナ
ル
研
究
資
料
ナ
リ
ト
ス
。

第
三
回
の
事
業
報
告
書
の
冒
頭
に
啓
明
会
の
補
助
事
業
の
目
的

が
始
め
て
記
載
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
三
文
庫
の
調
査
に
加

え
、
東
寺
金
剛
蔵
、
大
通
寺
廻
心
蔵
、
御
室
仁
和
寺
塔
中
倉
の
三

文
庫
の
調
査
が
追
加
さ
れ
、
東
寺
金
剛
蔵
、
仁
和
寺
塔
中
倉
の
調

査
は
完
了
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
御
室
仁
和
寺
の
御
経
蔵
調
査

は
次
期
以
降
の
調
査
と
し
、
さ
ら
に
、
三
井
寺
と
高
砂
十
輪
寺
で

梵
本
の
調
査
を
行
う
な
ど
非
常
に
精
力
的
な
活
動
で
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
度

第
四
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
四
回
大

正

拾
壹
年
度

事
業
報
告
書

（
二
）
進
行
中
ノ
補
助
事
業

一
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

⽛
略
伝
⽜（
省
略
）

⽛
事
業
⽜（
前
半
省
略
）、
而
シ
テ
本
年
度
末
迄
ニ
同
博
士
ヲ
主
任
ト

シ
外
ニ
橋
本
、
大
屋
、
長
谷
部
、
戸
部
、
鳥
越
、
中
野
、
逸
見
、

蓮
澤
、
塚
原
、
藤
田
、
大
山
、
木
下
、
口
入
田
、
國
友
、
水
原
、

田
村
、
近
藤
、
山
田
等
ノ
諸
氏
ニ
依
リ
調
査
完
了
セ
ル
ハ
左
ノ
如

シ
（
中
略
）（
六
）
御
室
仁
和
寺
塔
中
倉
、
蔵
書
百
三
十
一
函
全
部

ノ
調
査
ヲ
結
了
セ
リ
。
別
ニ
御
経
蔵
蔵
書
三
十
五
函
ノ
調
査
ヲ
終

ル
。（
中
略
）（
八
）
大
通
寺
宝
蔵
、
全
蔵
百
六
十
余
函
ノ
調
査
結

了
。（
九
）
江
州
石
山
寺
、
経
蔵
全
部
（
但
一
切
経
ヲ
除
ク
）、
塔

頭
蔵
全
部
百
三
十
函
ノ
調
査
ヲ
了
ル
。
同
寺
ハ
蔵
書
最
モ
精
良
ヲ

極
メ
菅
丞
相
ノ
孫
ニ
当
レ
ル
中
興
ノ
祖
師
淳
祐
内
供
ノ
筆
写
ニ
係

ル
モ
ノ
最
多
ク
何
レ
モ
珍
書
ト
ス
。

第
三
回
ま
で
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
（
二
）⽛
継
続
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中
ノ
補
助
事
業
⽜
と
あ
っ
た
部
分
が
⽛
進
行
中
⽜
と
な
っ
た
。
ふ

た
つ
め
に
、⽛
事
業
⽜
の
冒
頭
部
分
の
調
査
補
助
員
が
⽛
藤
田
、
大

山
、
木
下
、
口
入
田
、
國
友
、
水
原
、
田
村
、
近
藤
、
山
田
等
⽜

と
な
っ
て
、さ
ら
に
九
名
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
変
わ
っ
て
い
る
。

古
社
寺
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
回
に
な
っ
て
始
め
て
石
山
寺

の
経
蔵
調
査
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
突
然
表
明
さ
れ
た
。
し
か

も
、⽛
塔
頭
蔵
全
部
百
三
十
函
⽜の
調
査
が
完
了
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、昨
年
度
で
は
継
続
中
と
し
て
い
た
仁
和
寺
御
経
蔵
を
含
め
、

概
ね
当
初
の
目
的
と
し
た
寺
院
経
蔵
の
調
査
が
完
了
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
⽛
進
行
中
ノ
補
助
事
業
⽜

の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
二
年
度

第
五
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
五
回
大

正

拾
貳
年
度

事
業
報
告
書

（
二
）
進
行
中
ノ
補
助
事
業

一
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

⽛
略
伝
⽜（
省
略
）

⽛
事
業
⽜（
前
半
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略
）
本
年
春
迄
ニ
左
ノ
通
リ

調
査
完
了
シ
目
下
成
績
整
理
中
ナ
リ
。

（
以
下
、
同
文
の
た
め
省
略
）

第
五
回
が
補
助
事
業
の
最
終
年
度
で
あ
る
が
、
古
社
寺
調
査
は

完
了
し
て
い
る
も
の
の
、⽛
目
下
成
績
整
理
中
⽜
と
い
う
追
記
が
あ

り
、
進
行
中
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。⽛
成
績
⽜
が
何
を
示
す
か
に

つ
い
て
の
具
体
的
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

大
正
十
三
年
度
の
事
業
報
告
書
は
発
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
大
正
十
二
年
九
月
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
影
響
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

大
正
十
四
年
度

第
六
回
事
業
報
告
書
～
第
九
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
六
回
大

正

拾
四
年
度

事
業
報
告
書
～

財
團

法
人
啓
明
會
第
九
回
昭

和

二
年
度

事
業
報
告
書
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⽛
事
業
⽜
に
つ
い
て
は
変
化
が
な
い
が
、
末
尾
⽛
附
表
⽜
に
⽛
補

助
事
業
成
績
一
覧
⽜
と
い
う
一
覧
形
式
の
中
に
、⽛
二
、
大
正
十
三

年
度
末
迄
ニ
全
部
完
成
シ
テ
目
下
印
刷
中
ノ
モ
ノ
、
略
完
成
シ
テ

整
理
中
ノ
モ
ノ
、
及
一
部
完
成
シ
テ
発
表
済
ノ
モ
ノ
⽜
と
い
う
部

分
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
年
度
に
よ
り
や
や

表
記
が
異
な
る
が
内
容
は
同
一
の
た
め
、
第
六
回
の
も
の
を
省
略

し
て
掲
載
す
る
。

件
名

古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

担
当
者

高
楠
順
次
郎

摘
要

前
年
度
末
迄
ノ
分

近
畿
所
在
拾
余
名
刹
ノ
拾
数
ヶ
書
庫

全
部
ニ
付
其
蔵
書
ノ
詳
査
了
ル

本
年
度
中
ノ
分

目
下
成
績
整
理
中

昭
和
三
年
度

第
十
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
拾
回
昭

和

三
年
度

事
業
報
告
書
～

⽛
略
歴
⽜
末
尾
に
以
下
の
一
文
が
追
加
さ
れ
た
。

先
年
停
年
ヲ
以
テ
東
大
教
授
ヲ
勇
退
セ
ラ
レ
、
現
ニ
同
大
名
誉
教

授
タ
リ
。

⽛
事
業
⽜
に
つ
い
て
は
、
第
五
回
と
同
文
。

昭
和
五
年
度

第
十
回
事
業
報
告
書
～
第
十
三
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
拾
貳
回
昭

和

五
年
度

事
業
報
告
書
～

財
團

法
人
啓
明
會
第
拾
参
回
昭

和

六
年
度

事
業
報
告
書

（
一
）
完
成
セ
ル
補
助
事
業

（
中
略
）

四
二
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

五
ヶ
年
間
ニ
金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

⽛
事
業
⽜
本
調
査
ハ
高
楠
博
士
多
年
ノ
事
業
ニ
シ
テ
、
大
正
八
年
三

月
以
来
本
会
ニ
於
テ
援
助
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。
而
シ
テ
同
博
士
ヲ

主
任
ト
シ
外
ニ
橋
本
、
大
屋
、
長
谷
部
、
戸
部
、
馬
越
、
中
野
、

逸
見
、
蓮
澤
、
塚
原
、
藤
田
、
大
山
、
木
下
、
口
入
田
、
國
友
、

水
原
、
田
村
、
近
藤
、
山
田
等
ノ
諸
氏
ニ
依
リ
、
大
正
十
二
年
春
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迄
ニ
調
査
完
了
シ
、
成
績
整
理
中
ノ
處
昭
和
五
年
十
二
月
左
ノ
如

ク
完
成
結
了
シ
タ
リ
。（
一
）
粟
田
青
蓮
院
⽛
吉
水
蔵
目
録
⽜
三
巻

（
二
）
御
室
⽛
仁
和
寺
御
経
蔵
目
録
⽜
十
一
巻
（
三
）
江
州
⽛
石
山

寺
深
密
蔵
目
録
⽜
十
四
巻
（
四
）
栂
尾
高
山
寺
⽛
法
皷
臺
聖
教
目

録
⽜
二
十
二
巻
（
五
）⽛
東
寺
金
剛
蔵
目
録
⽜
四
十
七
巻
以
上
何
レ

モ
貴
重
ナ
ル
資
料
ナ
リ
。

古
社
寺
調
査
に
関
し
て
は
、
右
に
記
載
し
た
通
り
、
大
正
十
二

度
ま
で
に
は
す
べ
て
完
了
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
長
期

間
に
わ
た
っ
て
⽛
成
績
整
理
中
⽜
と
な
り
、
よ
う
や
く
こ
の
時
に

五
箇
所
の
経
蔵
目
録
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
、

東
寺
宝
菩
提
院
、
仁
和
寺
塔
中
倉
や
大
通
寺
廻
心
蔵
な
ど
も
調
査

は
完
了
し
て
い
る
が
、
目
録
完
成
の
報
告
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
七
年
度

第
十
四
回
事
業
報
告
書

財
團

法
人
啓
明
會
第
拾
四
回
昭

和

七
年
度

事
業
報
告
書

（
一
）
完
成
セ
ル
補
助
事
業

四
二
、
古
社
寺
所
蔵
図
書
ノ
調
査

金
五
千
圓
ノ
補
助

（
住
所
省
略
）
文
学
博
士

高

楠

順

次

郎

補
助
決
定
ハ
大
正
八
年
三
月
、事
業
完
成
ハ
昭
和
五
年
十
二
月
。

成
績
ハ
⽛
吉
水
蔵
目
録
⽜
三
巻
⽛
仁
和
寺
御
経
蔵
目
録
⽜
十
一
巻

⽛
石
山
寺
深
密
蔵
目
録
⽜
十
四
巻
⽛
法
皷
台
聖
教
目
録
⽜
二
十
二
巻

⽛
東
寺
金
剛
蔵
目
録
⽜
四
十
七
巻
ノ
書
写
。

こ
の
⽛
第
拾
四
回
事
業
報
告
書
⽜
以
降
、
少
な
く
と
も
管
見
に

入
っ
た
⽛
第
貳
拾
回
（
昭
和
十
三
年
度
）
事
業
報
告
書
⽜
ま
で
は

全
く
の
同
文（
高
楠
順
次
郎
博
士
の
住
所
が
異
な
る
の
み
）と
な
っ

て
い
る
。

以
上
、
啓
明
会
事
業
報
告
書
か
ら
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
高
楠

順
次
郎
の
古
社
寺
調
査
に
つ
い
て
示
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業

報
告
書
か
ら
知
ら
れ
る
活
動
内
容
を
整
理
し
て
い
く
。

①

高
楠
順
次
郎
博
士
は
、
大
正
八
年
に
啓
明
会
か
ら
正
式
に
補

助
を
受
け
る
以
前
か
ら
古
社
寺
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
た
だ

し
、
正
確
に
は
そ
の
調
査
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
規
模
で
行

わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
目
的
や
規
模
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
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な
い
。

②

対
象
と
な
っ
た
古
社
寺
と
図
書
の
分
量
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

⚑

東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵

⚒

青
蓮
院
吉
水
蔵

⚓

高
山
寺
法
皷
臺

⚔

東
寺
金
剛
蔵

⚕

大
通
寺
廻
心
蔵
（
百
六
十
余
函
）

⚖

仁
和
寺
塔
中
倉
（
百
三
十
一
函
）

⚗

同

御
経
蔵
（
三
十
五
函
）

⚘

三
井
寺
（
梵
本
調
査
）

⚙

十
輪
寺
（
貝
葉
梵
本
調
査
）

10

石
山
寺
経
蔵
（
一
切
経
ヲ
除
ク
、
塔
頭
蔵
全
部
百
三
十
函
）

③

昭
和
五
年
度
事
業
報
告
書
に
、
蔵
書
目
録
が
完
成
し
た
の
は

次
の
五
箇
所
で
あ
り
、
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
、
大
通
寺
廻
心

蔵
、
仁
和
寺
塔
中
倉
の
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
は
（
調
査
自
体
は

完
了
し
て
い
る
）
不
明
で
あ
る
。

（
一
）
青
蓮
院
吉
水
蔵
⽛
吉
水
蔵
目
録
⽜
三
巻

（
二
）
御
室
⽛
仁
和
寺
御
経
蔵
目
録
⽜
十
一
巻

（
三
）
江
州
⽛
石
山
寺
深
密
蔵
目
録
⽜
十
四
巻

（
四
）
栂
尾
高
山
寺
⽛
法
皷
臺
聖
教
目
録
⽜
二
十
二
巻

（
五
）⽛
東
寺
金
剛
蔵
目
録
⽜
四
十
七
巻

④

完
成
し
た
蔵
書
目
録
の
寄
贈
先
な
ど
は
触
れ
て
い
な
い
。

⑤

調
査
の
補
佐
員
と
し
て
、
当
初
五
名
と
し
て
い
た
が
、
す
ぐ

に
九
名
（
補
助
員
）
に
増
員
さ
れ
、
最
終
的
に
は
十
八
名
以
上

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五

高
楠
順
次
郎
博
士
の
高
山
寺
経
蔵
調
査

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
高
楠
順
次
郎
博
士
に
よ
る
古
社

寺
の
図
書
調
査
は
極
め
て
大
規
模
、
か
つ
組
織
的
な
も
の
で
、
し

か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
書
目
録
を
整
備
す
る
と
い
う
点
で
画
期
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
例
え

ば
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
と
さ
れ
る
⽝
大
正
新
脩
大
蔵

経
⽞
の
校
合
資
料
と
し
て
、
ど
の
寺
院
の
ど
の
資
料
が
ど
の
程
度

利
用
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
多

い
。
そ
し
て
、
肝
心
の
完
成
し
た
五
箇
所
の
寺
院
に
お
け
る
蔵
書

目
録
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
近
年
、
筆
者
が
調
査
に
従
事
し
て
い
る
、
栂
尾
高
山

寺
の
経
蔵
（
収
蔵
庫
）
か
ら
、
高
楠
順
次
郎
博
士
が
作
製
し
た
蔵

書
目
録
⽛
法
皷
臺
聖
教
目
録
⽜
二
十
一
冊
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
で
概
要
を
紹

介
し
て
い
る(注
⚗
)。

こ
の
論
考
と
、
筆
者
が
再
度
高
山
寺
収
蔵
庫
の
原
本
調
査
し
た

結
果
を
も
と
に
、
調
査
が
実
施
さ
れ
た
年
代
順
に
整
理
し
直
し
、

さ
ら
に
担
当
者
の
氏
名
も
一
覧
し
て
示
す
。
掲
載
順
は
、⽛
法
皷

台
聖
教
目
録
⽜
に
記
載
さ
れ
た
、
調
査
の
年
月
日
順
に
並
べ
、
以

下
、
調
査
担
当
者
、
担
当
箇
所
（
冊
）
と
す
る
。
記
載
し
た
年
月

日
は
、
調
査
開
始
な
の
か
終
了
時
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
初

回
の
（
第
五
冊
）
に
⽛
始
之
⽜
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
開
始
時

と
し
て
お
く
。

大
正
八
年

（
第
五
冊
）
大
正
八
年
八
月
一
日
始
之

大
屋
徳
城

法
皷
臺
聖
教
目
録
五

（
第
六
冊
）
大
正
八
年
八
月
一
日

戸
部
隆
吉

法
皷
臺
聖
教
目
録
六

（
第
二
十
一
冊
）
大
正
八
、
九
、
十
六

高
楠
順
次
郎
、中
埜
義
照

法
皷
臺
聖
教
目
録
終

廿
二

（
内
題
）
法
皷
臺
聖
教
目
録

廿
二
止

石
水
院
別
置
之
部

大
正
九
年

（
第
一
冊
）
大
正
九
、
七
、
廿
六

高
楠
順
次
郎

法
皷
臺
聖
教
目
録
一

（
第
二
冊
）
大
正
九
年
七
月
廿
六
日

戸
部
隆
吉

法
皷
臺
聖
教
目
録
二

（
第
三
冊
）
大
正
九
、
七
、
廿
六

逸
見
梅
栄

法
皷
臺
聖
教
目
録
三

（
第
四
冊
）
大
正
九
年
七
月
廿
六
日

塚
原
順
英

法
皷
臺
聖
教
目
録
四

（
第
九
冊
）
大
正
九
年
七
月
三
十
一
日

塚
原
順
英

法
皷
臺
聖
教
目
録
九

（
第
十
冊
）
大
正
九
、
七
、
三
一

蓮
澤
浄
淳

法
皷
臺
聖
教
目
録
十

（
第
十
二
冊
）
大
正
九
年
八
月
一
日

戸
部
隆
吉
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法
皷
臺
聖
教
目
録
十
二

（
第
十
三
冊
）
大
正
九
年
八
月
四
日

戸
部
隆
吉

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
三

（
第
十
四
冊
）
大
正
九
、
八
、
四

蓮
澤
浄
淳

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
四

（
第
十
五
冊
）
大
正
九
年
八
月
四
日

塚
原
順
英

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
五

（
第
十
六
冊
）
大
正
九
、
八
、
六

蓮
澤
浄
淳

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
六

（
第
十
七
冊
）
大
正
九
年
八
月
七
日

戸
部
隆
吉

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
七

（
第
十
八
冊
）
大
正
九
、
八
、
八

蓮
澤
浄
淳

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
八

（
第
十
九
冊
）
大
正
九
年
八
月
九
日

塚
原
順
英

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
九

（
第
二
十
冊
）
大
正
九
、
八
、
十
五

高
楠
順
次
郎

法
皷
臺
聖
教
目
録
二
十

（
内
題
）
法
皷
臺
聖
教
目
録

廿

以
上
の
他
に
、
年
月
日
の
記
載
が
な
い
三
冊
が
あ
る
。

（
第
七
冊
）

長
谷
部
隆
諦

法
皷
臺
聖
教
目
録
七

（
第
八
冊
）

橋
本
進
吉

法
皷
臺
聖
教
目
録
八

（
第
十
一
冊
）

逸
見
梅
栄

法
皷
臺
聖
教
目
録
十
一

こ
れ
ら
三
冊
は
、
第
二
回
啓
明
会
事
業
報
告
書
の
記
載
に
右
の
三

名
が
見
え
る
こ
と
や
、
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
目
録
の
連
続
性
か
ら

見
て
、
大
正
八
年
調
査
時
の
も
の
と
み
て
良
い
。

結
局
、
高
楠
順
次
郎
博
士
グ
ル
ー
プ
の
高
山
寺
経
蔵
調
査
は
、

大
正
八
年
八
月
か
ら
開
始
し
、
翌
大
正
九
年
八
月
十
五
日
以
降
の

夏
期
に
一
応
の
完
成
を
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
担

当
者
は
大
屋
徳
城
は
大
正
八
年
の
み
で
あ
る
（
欠
け
て
い
る
二
十

一
冊
を
担
当
し
た
可
能
性
も
残
る
）
が
、
戸
部
隆
吉
、
逸
見
梅
栄
、

塚
原
順
英
、蓮
澤
浄
淳
、長
谷
部
隆
諦
、橋
本
進
吉
の
署
名
が
あ
り
、

合
計
八
名
で
こ
の
聖
教
目
録
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。こ
れ
は
、現
在
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
と
言
え
る
。

現
在
、
高
山
寺
に
残
る
高
楠
順
次
郎
博
士
の
⽛
法
皷
臺
聖
教
目

録
⽜
は
⽛
二
十
一
⽜
と
な
る
は
ず
の
一
冊
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
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作
成
年
月
日
と
担
当
者
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
た
だ
し
、
現

在
の
収
蔵
状
況
を
基
に
作
成
さ
れ
た
⽛
高
山
寺
典
籍
文
書
目
録
⽜

と
箱
番
号
、
典
籍
の
配
列
な
ど
は
一
致
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
照
合
し
て
い
け
ば
内
容
は
お
お
よ
そ
推
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

六

高
山
寺
に
お
け
る
調
査
の
実
態

最
後
に
、現
在
の
高
山
寺
に
所
蔵
す
る
聖
教
箱
の
側
面
に
残
る
、

高
楠
順
次
郎
博
士
が
啓
明
会
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
調
査
し
た
痕

跡
の
あ
る
画
像
を
紹
介
す
る
。

高
山
寺
経
蔵
の
聖
教
箱
は
、
重
要
文
化
財
指
定
の
た
め
な
ど
で

取
り
出
さ
れ
た
第
一
部
か
ら
第
三
部
の
ほ
か
に
、
第
四
部
と
し
て

現
在
、
二
二
〇
箱
以
上
の
聖
教
箱
が
あ
り
、
そ
の
中
に
典
籍
文
書

類
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
経
箱
と
し
て
は
、
も
と
も
と
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
典
籍
文
書
類
や
、
そ
れ
ま
で
の
経
箱
が

破
損
し
た
り
、
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
降
に
新
造
し
た(注
⚘
)。
こ
の
新
造
の
経
箱

に
は
、
土
蔵
（
旧
経
蔵
）
内
の
大
型
の
唐
櫃
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
典
籍
文
書
が
⽛
反
故
の
類
と
し
て
一
括
さ

れ
た
⼧
(注
⚙
)

も
の
を
収
納
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
⽛
未
整
理
品
は
、
伝

承
に
よ
る
と
、
大
正
の
末
頃
に
、
高
楠
順
次
郎
博
士
が
調
査
さ
れ

た
折
⼧
(注
10
)

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
高
山
寺
経
蔵
の
近
世
以
前
に
作
製
さ
れ
た
聖
教
箱

に
は
、
様
々
な
墨
書
や
貼
り
紙
が
あ
る
。
奥
田
勲
氏
は
す
で
に
こ

の
経
箱
に
記
さ
れ
た
墨
書
の
識
語
に
着
目
し
、⽛
中
世
に
お
け
る

一
大
総
合
図
書
館
と
も
い
う
べ
き
高
山
寺
経
蔵
の
形
成
と
伝
流
を

考
え
、⽜
ひ
い
て
は
⽛
経
蔵
の
歴
史
的
変
遷
を
解
明
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
⽜
と
指
摘
し
て
い
る(注
11
)。
さ
ら
に
、
石
塚
晴
通
氏

は
、
経
箱
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
裏
側
や
被
せ
蓋
の
上
部
や
内

側
に
あ
る
す
べ
て
の
墨
書
を
調
査
さ
れ
た(注
12
)。

現
在
の
経
箱
に
は
、
画
像
⚑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
墨
書
以
外

に
多
く
の
貼
り
紙
が
あ
り
、
右
側
か
ら

⽛
第
六
七
⽜

⽛
昭
和
四
十
四
年
四
月
／
整
理
了
⽜

の
貼
り
紙
が
あ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
実
施
さ
れ

た
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
る
調
査
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
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そ
の
隣
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
降
に
実
施
さ
れ
た
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
に
よ
る
悉
皆
調
査
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
数
は
多
く
な
い
が
他
に
も
貼
り
紙
が
あ
り
、
六
七
箱
に
は
、

⽛
八
葉
蓮
弁
⼧
(注
13
)

と
い
う
、
和
紙
に
朱
色
で
印
刷
（
あ
る
い
は
押
印
）

し
た
中
心
部
に
、⽛
六
七
⽜
と
い
う
箱
番
号
、
下
部
に
⽛
大
正

九

八

二
⽜
の
墨
書
が
見
え
る
。
こ
の
日
付
は
ま
さ
に
高
楠
順
次
郎

博
士
グ
ル
ー
プ
の
二
回
目
の
調
査
と
一
致
し
て
お
り
、
調
査
完
了

の
目
印
と
し
て
担
当
者
が
貼
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

高
山
寺
経
蔵
に
は
、
高
楠
順
次
郎
博
士
に
よ
る
⽛
法
皷
臺
聖
教
目

録
⽜
の
青
焼
き
版
が
現
存
（
一
冊
欠
）
す
る
ば
か
り
か
、
経
箱
に

は
そ
の
際
に
調
査
を
実
施
し
た
痕
跡
と
見
ら
れ
る
貼
り
紙
が
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
経
箱
に
残
る
貼
り
紙
と
墨
書
の
両

方
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
近
代
に
お
け
る
聖
教
調

査
の
実
態
と
、
特
に
、
高
山
寺
に
お
い
て
は
従
来
不
明
で
あ
っ
た
、

近
現
代
の
典
籍
文
書
類
の
保
管
と
整
理
状
況
を
解
明
す
る
大
き
な

糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
経
箱
に
⽛
八
葉
蓮
弁
⽜
の
貼
り
紙
と
そ
こ

に
記
載
さ
れ
た
日
付
な
ど
の
情
報
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
画
像
⚒
の
よ
う
に
、
貼
り
紙
の
痕
跡
の
み
が
残
っ
て
い
る
も

画像⚑ 高山寺経蔵第六七函側面
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の
の
、
肝
心
の
八
葉
蓮
弁
や
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
墨
書
が
な
い
も
の
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
⽛
八
葉
蓮

弁
⽜
の
貼
り
紙
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
出
来
る
も
の
の
、
殆

ど
剥
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
経
箱
も
多
い
。
画
像
⚒
は
そ
の
典
型

例
と
言
え
る
。

七

お
わ
り
に

以
上
、
高
楠
順
次
郎
博
士
に
よ
る
大
正
年
間
に
行
わ
れ
た
、
古

社
寺
図
書
の
調
査
の
概
要
を
、
主
に
啓
明
会
事
業
報
告
書
か
ら
整

理
し
て
み
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
古
社
寺
図
書
の
調
査
の
実
態
を
知

る
こ
と
の
出
来
る
、
現
時
点
で
は
数
少
な
い
、
高
山
寺
に
現
存
す

る
青
焼
き
版
の
聖
教
目
録
の
概
要
紹
介
と
、そ
れ
を
裏
付
け
る⽛
八

葉
蓮
弁
⽜
の
貼
り
紙
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
な
お
、
近
年
の

筆
者
を
始
め
と
す
る
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
高
山
寺
収
蔵
庫
の
調
査
の
過
程
で
、
高
楠
順
次
郎
博
士
の
一

連
の
古
社
寺
図
書
の
調
査
の
ほ
か
に
、⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
の
編

纂
事
業
と
深
く
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
(注
14
)も
見
つ
か
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
機
会
を
得
て
調
査
、
検
討
を
加
え

画像⚒ 高山寺経蔵第一二三函側面
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て
い
く
予
定
で
あ
る
。

本
稿
の
取
り
扱
う
事
項
は
あ
ま
り
に
も
幅
広
く
、
か
つ
奥
が
深

い
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
山
寺
経
蔵
の

聖
教
箱
全
点
に
つ
い
て
の
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
詳
細
な
調

査
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
経
箱
に
あ
る
貼
り
紙
や
墨
書
の
全
体
像

と
、青
焼
き
と
し
て
現
存
し
て
い
る
高
楠
順
次
郎
博
士
に
よ
る⽛
法

皷
臺
聖
教
目
録
⽜
と
の
対
応
の
解
明
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

注

（
⚑
）
鷹
谷
俊
之⽝
高
楠
順
次
郎
先
生
伝
⽞二
十
三
年
四
月
号
、大
空
社
、

一
九
九
三
年
、
67
頁

（
⚒
）
鷹
谷
俊
之
⽛
大
正
新
脩
大
蔵
経
と
高
楠
博
士
⽜、
大
法
輪
四
月
号
、

一
九
五
六
年
、
32
頁

（
⚓
）
注
⚑
文
献
、
44
頁

（
⚔
）
注
⚑
文
献
、
44
頁

（
⚕
）
築
島
裕
⽛
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
の
歩
み

─
あ

と
が
き
に
代
へ
て
─
⽜⽝
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
完
結
篇
⽞、
高

山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
、⚕
⚕
⚘
頁

（
⚖
）
こ
の
部
分
に
お
け
る
⽛
啓
明
会
⽜
に
関
す
る
記
述
の
大
部
分
は
、

以
下
の
論
考
に
依
拠
し
、適
宜
引
用
し
つ
つ
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。

与
那
原
恵
⽛
蓄
財
よ
り
も
趣
味
に
生
き
る

昭
和
史
を
豪
快
に
駆
け

抜
け
た
一
族
。
日
本
初
の
学
術
財
団⽛
啓
明
会
⽜と
赤
星
家（
上
編
）、

東
京
人
、
都
市
出
版
、
二
〇
一
三
年

（
⚗
）
徳
永
良
次
⽛
高
楠
順
次
郎
博
士
作
成
の
⽝
法
皷
台
聖
教
目
録
⽞
紹

介
⽜、
令
和
四
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
、

二
〇
二
三
年

（
⚘
）
石
塚
晴
通
⽛
高
山
寺
経
蔵
現
存
経
箱
識
語
⽜⽝
高
山
寺
経
蔵
典
籍

文
書
目
録
完
結
篇
⽞、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
九
年
、
⚒
⚘
⚘
頁

（
⚙
）
注
⚕
文
献
、
⚕
⚕
⚘
頁

（
10
）
注
⚕
文
献
、
⚕
⚕
⚘
頁

（
11
）
奥
田
勲
⽛
高
山
寺
典
籍
の
集
積
と
伝
来
（
一
）
─
経
函
に
つ
い

て
の
考
察
─
⽜、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
⚑
部
、
第
32
号
、
一

九
八
一
年
、
34
頁

（
12
）
注
⚘
文
献
、
⚒
⚘
⚓
頁

（
13
）
月
本
雅
幸
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
ご
教
示
に
よ
る

（
14
）
高
楠
順
次
郎
博
士
、
小
野
玄
妙
ら
の
名
前
が
見
え
る
記
録
が
近

年
に
な
っ
て
見
出
さ
れ
た
。
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（
二
〇
）
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付
記本

稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
画
像
の
使
用
を
許
可
い
た
だ
き
ま

し
た
高
山
寺
御
当
局
、
田
村
執
事
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
高
楠
順
次
郎
博
士
に
関
し
て
は
、⽛
八
葉
蓮
弁
⽜
の
貼
り

紙
の
存
在
と
啓
明
会
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま

し
た
、
月
本
雅
幸
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
⚒
⚐
⚒
⚓
年
度
～
⚒
⚐
⚒
⚕
年
度
科
学
研
究

費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）⽛
近
世
・
近
代
に
お
け
る
高
山
寺
典
籍
の
構
成

と
伝
承
に
関
す
る
実
証
的
研
究
⽜（
研
究
代
表
者
、
徳
永
良
次
、
課

題
番
号
⚒
⚓
ｋ
⚐
⚐
⚕
⚕
⚘
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


